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Fig1, Integrated graphene FET 

array sensor with TAS. Fig2, Dependence of Dirac Point shift on time 

when new corona virus was introduced. 

Fig3, SEM image of new corona virus on 

graphene FET. Fig4, Relation between virus number on 

graphene FET vs Dirac point shift.     
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集積化グラフェン FETによるウイルス検出 （１） 
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高病原性のウイルス検出の高感度迅速検出が焦眉の的となっている。我々はグラフェン FETの

高感度特性を活用して新型コロナウイルスの検出に成功した。 

図１は集積した 32個のグラフェン FET上にTASを装着した写真で、右からリン酸緩衝液が流

入し、FET チャネル内を通過して左から流出するようになっている。このシステムを使って図２

に示すようにウイルス導入前後の Dirac Pointの変化を観察し、ウイルス検出に成功した。さらに

図３に示すグラフェン FET上のウイルスを SEM観察することを可能とし、Dirac Pointの変化とグ

ラフェン FET上のウイルス数が図４に示すようにほぼ比例することを見出した。これにより本シ

ステムでウイルスの電荷を測定していることが確定でき、新型コロナウイルスの検出に成功した。 
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